
農村景観・自然環境保全再生パイロット事業審査基準 

  
 「農村景観・自然環境保全再生パイロット事業公募細則」の「２．助成の対象となる活

動等」の「（１）活動」、「（２）地域」、「（３）団体（事業実施主体）」の要件に合致した活

動かどうかを確認した上で、以下の評価事項について審査します。 
 
【評価事項】 

①活動の目標及び成果の見通しは適当か。 
②活動計画は、設定した目標を達成すべく適切に立てられているか。 
③活動計画は、実行可能なものであるか。 
④活動内容について、活動の場に 関係する者の合意を得ているか。 
⑤活動は、対象地域の景観または自然環境を適切に把握し、悪影響がないよう計画さ

れているか。 
⑥経費の積算や収入の見通しは適当か。 
⑦業務委託、工事請負理由欄に記述されている内容は適切か。 
⑧特に評価すべき点 

 
評価事項の審査基準は次のとおりです。 
 
 
 
 
 

【要件】 
  

活動 
※農村特有の良好な景観形成の促進及び農村の豊
かな自然環境の保全・再生に資する活動 

公募細則P2～P3の「具体的な事例」を参考に、

応募申請書「Ⅲ-1 活動計画（概要）」（「区分」、

「活動内容」等）にて確認 

地域 
※農業振興地域であって、①景観農業振興地域整
備計画の区域、または、②田園環境整備マスター
プランに基づき設定された環境創造区域又は環境
配慮区域である 

応募申請書「Ⅱ 活動実施地域」（添付図面）に

て確認 

団体 
※営利を目的としない団体で、①NPO法人、または、
②事業実施能力を有すると認められる団体 

応募申請書「Ⅰ 団体概要」（定款等）にて確認
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【評価項目】  
項目 判定基準 

①活動の目標及び成果の見通しは適当か。 応募申請書「Ⅲ-1 活動計画（概要）」の項目「活

動の背景（活動実施地域についての現状・問題点

及び活動の必要性）」および「活動は地域住民の

啓発、地域農業や地域の活性化等に役立つか（成

果）」に記載されている内容が適切かつ妥当であ

ること。 

②活動計画は、設定した目標を達成すべく適切

に立てられているか。 

応募申請書「Ⅲ-1 活動計画（概要）」の項目「活

動の背景（活動実施地域についての現状・問題点

及び活動の必要性）」および「活動は地域住民の

啓発、地域農業や地域の活性化等に役立つか（成

果）」と、応募申請書「Ⅲ-2 活動計画（詳細）」

の項目「具体的な活動内容、実施方法」等に記載

されている内容を照合し、成果や効果を得るため

に妥当な計画が立てられていると認められるこ

と。 

③活動計画は、実行可能なものであるか。 応募申請書「Ⅲ-2 活動計画（詳細）」の項目「具

体的な活動内容、実施方法」等と、「Ⅰ 団体概要」

を照合し、計画されている活動が当該団体に無理

なく実施できると認められること。 

④活動内容について、活動の場に関係する者の

合意を得ているか。 

応募申請書「Ⅰ 団体概要」および「Ⅲ-1 活動計

画（概要）」の関係項目と、「活動計画について

の合意形成」を照合し、活動に必要な合意形成が

図られていると認められること。 

⑤活動は、対象地域の景観または自然環境を適

切に把握し、悪影響がないよう計画されている

か。 

応募申請書「Ⅲ-1 活動計画（概要）」の項目「活

動の背景（活動実施地域についての現状・問題点

および活動の必要性）」が論理明快に記されてい

ること。「Ⅲ-2 活動計画（詳細）」の項目「具体

的な活動内容、実施方法」等に記載されている内

容が景観または自然環境に悪影響を及ぼすもので

ないと認められること。なお、活動場所の現況写

真も参考とする。 

⑥経費の積算や収入の見通しは適当か。 応募申請書の経費にかかる一連の項目が齟齬なく

記載されていること。収入については、過去の財

務状況等を鑑み、妥当と認められる額を見込んで

いること。 

⑦業務委託、工事請負理由欄に記述されている

内容は適切か。 
 

応募申請書の「Ⅲ-1 活動計画（概要）」の業務委

託、工事請負理由欄に記述されている内容は、Ⅰ

団体概要、Ⅲ－２活動計画（詳細）の内容から鑑

みて、業務委託の場合は、団体で実施することが

困難又は委託した方が効率的であるといった点、

工事請負の場合は、直営施行が不可能であるとい

った点から適切と認められること。 
⑧特に評価すべき点 広範性、普及性、専門性、独創性、発展性 等 

 
 


